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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像表示装置に関する情報を格納する格納手段を有する前記映像表示装置に対して電力
を供給する電力供給手段と、
　前記電力供給手段からの電力が前記格納手段に供給されている間、前記映像表示装置が
有する電源手段が作動しているか否かに応じて、前記映像表示装置が対応している映像フ
ォーマットに関する第１の情報を前記格納手段から読み出すか、前記映像表示装置の温度
、前記映像表示装置の電流、前記映像表示装置のエラー及び前記映像表示装置の使用開始
日の少なくとも一つに関する第２の情報を前記格納手段から読み出すかを制御する制御手
段と、
　前記電力供給手段からの電力が前記格納手段に供給されている間において、前記電源手
段が作動している場合、前記格納手段から読み出された前記第１の情報に基づいて生成さ
れた映像データを前記映像表示装置に送信する送信手段と、
　前記電力供給手段からの電力が前記格納手段に供給されている間において、前記電源手
段が作動していない場合は、前記格納手段から読み出された前記第２の情報に対応する警
告情報を表示する表示手段と
　を有することを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、所定の指示が検出されたか否かに応じて、前記警告情報を前記表示手
段に表示するか否かを制御することを特徴とする請求項１に記載の映像処理装置。
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【請求項３】
　前記制御手段は、前記所定の指示が検出された場合、前記警告情報を前記表示手段に表
示する処理を行い、
　前記制御手段は、前記所定の指示が検出されていない場合、前記警告情報を前記表示手
段に表示する処理を行わないことを特徴とする請求項２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　前記映像表示装置のエラーには、前記映像表示装置の温度に関するエラーの検出結果及
び前記映像表示装置の表示に関するエラーの検出結果の少なくとも一つが含まれることを
特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記映像表示装置は、前記映像表示装置のエラーを検出する検出手段を有し、
　前記検出手段の検出結果に応じて、前記映像表示装置のエラーに関する情報が前記格納
手段の拡張領域に格納されることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の映
像処理装置。
【請求項６】
　映像表示装置に関する情報を格納する格納手段を有する前記映像表示装置に対して電力
を供給するステップと、
　電力が前記格納手段に供給されている間、前記映像表示装置が有する電源手段が作動し
ているか否かに応じて、前記映像表示装置が対応している映像フォーマットに関する第１
の情報を前記格納手段から読み出すか、前記映像表示装置の温度、前記映像表示装置の電
流、前記映像表示装置のエラー及び前記映像表示装置の使用開始日の少なくとも一つに関
する第２の情報を前記格納手段から読み出すかを制御するステップと、
　電力が前記格納手段に供給されている間において、前記電源手段が作動している場合は
、前記格納手段から読み出された前記第１の情報に基づいて生成された映像データを前記
映像表示装置に送信するステップと、
　電力が前記格納手段に供給されている間において、前記電源手段が作動していない場合
は、前記格納手段から読み出された前記第２の情報に対応する警告情報を表示するステッ
プと
　を有することを特徴とする方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像表示装置に映像データを送信する映像処理装置等に関する。
 
【背景技術】
【０００２】
　従来、映像処理装置がエラー等の状態を検出し、その状態に関係する映像を生成すると
ともに、映像表示装置の電源と入力切り換え手段を制御し、生成した映像を表示させる映
像処理装置が提案されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００７－１４１３４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１の映像処理装置においては、映像処理装置及び映像表示装置の双方
の電源が正常に起動するとともに、映像表示装置が正常に表示を行うことができることが
必要である。したがって、電源起動異常や表示異常というような内容のエラー状態を表示
することができないという問題がある。
【０００４】
　本発明は、映像表示装置の電源部や表示部が何らかの異常により作動が不可能になった
場合であっても、映像表示装置から情報を取得して使用者に知らせるようにすることを目
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的とする。
 
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る映像処理装置は、映像表示装置に関する情報を格納する格納手段を有する
前記映像表示装置に対して電力を供給する電力供給手段と、前記電力供給手段からの電力
が前記格納手段に供給されている間、前記映像表示装置が有する電源手段が作動している
か否かに応じて、前記映像表示装置が対応している映像フォーマットに関する第１の情報
を前記格納手段から読み出すか、前記映像表示装置の温度、前記映像表示装置の電流、前
記映像表示装置のエラー及び前記映像表示装置の使用開始日の少なくとも一つに関する第
２の情報を前記格納手段から読み出すかを制御する制御手段と、前記電力供給手段からの
電力が前記格納手段に供給されている間において、前記電源手段が作動している場合、前
記格納手段から読み出された前記第１の情報に基づいて生成された映像データを前記映像
表示装置に送信する送信手段と、前記電力供給手段からの電力が前記格納手段に供給され
ている間において、前記電源手段が作動していない場合は、前記格納手段から読み出され
た前記第２の情報に対応する警告情報を表示する表示手段とを有することを特徴とする。
 
【０００６】
　本発明に係る方法は、映像表示装置に関する情報を格納する格納手段を有する前記映像
表示装置に対して電力を供給するステップと、電力が前記格納手段に供給されている間、
前記映像表示装置が有する電源手段が作動しているか否かに応じて、前記映像表示装置が
対応している映像フォーマットに関する第１の情報を前記格納手段から読み出すか、前記
映像表示装置の温度、前記映像表示装置の電流、前記映像表示装置のエラー及び前記映像
表示装置の使用開始日の少なくとも一つに関する第２の情報を前記格納手段から読み出す
かを制御するステップと、電力が前記格納手段に供給されている間において、前記電源手
段が作動している場合は、前記格納手段から読み出された前記第１の情報に基づいて生成
された映像データを前記映像表示装置に送信するステップと、電力が前記格納手段に供給
されている間において、前記電源手段が作動していない場合は、前記格納手段から読み出
された前記第２の情報に対応する警告情報を表示するステップとを有することを特徴とす
る。
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、映像表示装置における電源部や表示部が、何らかの異常により作動が
不可能となった場合であっても、使用開始日や自己診断結果や異常発生情報等を確認する
ことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面等を参照して説明する。
　なお、以下の説明では、具体的な数値、構成、動作等を示して説明を行うが、これらは
、適宜変更することができる。
【０００９】
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態における映像表示装置と映像処理装置のブロック図である。第１
実施形態の映像処理装置１は、例えば、ハードディスクを搭載した録画機器や光ディスク
再生機器等の装置であり、映像表示装置２は、例えば、テレビモニタ装置である。映像処
理装置１と映像表示装置２との接続は、各々に設けられている不図示の端子部に、例えば
、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）規格に準拠したインターフェイス
ケーブル１０を接続して行われる。
【００１０】
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　インターフェイスケーブル１０は、映像音声信号線２１、制御通信信号線２２、電源検
出信号線２３、記憶部信号線２４、電力供給線２５等を物理的に集合して構成されている
。映像音声信号線２１は、映像信号と、映像信号に対応付けられた音声信号とからなる映
像音声信号を伝送する。ＨＤＭＩでは、映像音声信号線はＴＭＤＳ（Transition Minimiz
ed Differential Signaling）が用いられている。制御通信信号線２２は、接続されてい
る機器が相互動作を制御する命令情報等からなる制御信号を伝送する。なお、この命令情
報はＣＥＣ（Consumer Electronics Control）と称される。例えば、映像処理装置１から
映像表示装置２に対して、映像表示装置２の電源をオンにするための命令信号を送るのに
用いられる。電源検出信号線２３は、映像表示装置２における電源状態に関する情報を映
像処理装置１に伝送する。この情報はＨＰＤ（Hot Plug Detect）と称される。記憶部信
号線２４は、映像表示装置２の記憶部１２に格納された、映像表示装置２が表示可能な解
像度や、再生可能な音声フォーマット等の情報を映像処理装置１に伝送する。この情報は
ＤＤＣ（Digital Display Channel）と称される。電力供給線２５は、映像表示装置２の
電源状態に応じて、映像処理装置１から映像表示装置２へ電力を供給、又は、電源制御信
号を伝送する。現状のＨＤＭＩ規格では＋５Ｖの供給を行うことが可能である。
【００１１】
　映像処理装置１は、処理装置制御部３、操作部４、操作表示部５、処理装置電源部６、
映像音声再生部７、映像音声処理部８、送信部９を有している。映像音声再生部７は、例
えば光ディスクを再生する等して使用者が所望する映像音声データを出力する。映像音声
処理部８は、映像音声再生部７の出力を、処理装置制御部３の制御に応じたフォーマット
に変換する。送信部９は、映像音声処理部８の出力を、映像表示装置２における受信部１
７へ送信する。操作部４は、使用者による操作に応じた操作信号を処理装置制御部３へ出
力する。操作表示部５は、処理装置制御部３の制御に応じた映像を表示する。処理装置電
源部６は、映像処理装置１の各部へ電力を供給する。また、処理装置電源部６は、処理装
置制御部３の制御に応じて、映像表示装置２における記憶部１２へ電力を供給する。
【００１２】
　処理装置制御部３は、映像処理装置１の各部の動作を統括して制御する。また、処理装
置制御部３は、操作部４が出力する操作信号に応じて処理装置電源部６を制御するととも
に、映像表示装置２における表示装置制御部１１に対して電源作動もしくは切断要求の制
御通信を送信する。さらに、処理装置制御部３は、表示装置電源部１６が作動可能である
か否かの検出を行う。そして、表示装置電源部１６の作動を検出すると記憶部１２におけ
る基本アドレスからデータを読み出し、読み出したデータに応じて映像音声処理部８を制
御する。
【００１３】
　一方、表示装置制御部１１に対して電源作動要求の制御通信を送信したにも関わらず表
示装置電源部１６の作動が検出されない場合には、処理装置制御部３は、記憶部１２にお
ける拡張アドレスのデータ（情報）を読み出す。そして、処理装置制御部３は、データの
内容に応じた表示を行うよう操作表示部５を制御する。また、表示装置制御部１１より状
態表示要求の制御通信を受信した場合、処理装置制御部３は、記憶部１２における拡張ア
ドレスのデータを読み出すとともに、データの内容に応じた表示を行うように、操作表示
部５を制御する。さらに、操作部４が出力する操作信号により映像表示装置２の状態表示
が指示された場合、処理装置制御部３は、記憶部１２における拡張アドレスのデータを読
み出すとともに、データの内容に応じた表示を行うように、操作表示部５を制御する。こ
のように、映像表示装置２に何らかの異常があるときに、処理装置制御部３は、操作表示
部５を制御することにより、使用者に対して読み出したデータを通知する。
【００１４】
　映像表示装置２は、表示装置制御部１１、記憶部１２、異常検出部１３、自己診断部１
４、使用開始日判別部１５、表示装置電源部１６、受信部１７、音声処理部１８、映像処
理部１９、表示部２０を有している。受信部１７は、映像処理装置１における送信部９が
送信した信号を受信し、映像音号と音声信号を出力する。音声処理部１８は、受信部１７
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が出力する音声信号の処理をし、処理した音声信号を不図示のスピーカ部等に伝える。映
像処理部１９は、受信部１７が出力する映像信号を、表示可能に変換して出力する。表示
部２０は、映像処理部１９の出力に応じた映像の表示を行う。
【００１５】
　異常検出部１３は、映像表示装置２の内部の温度異常の検出や、表示装置電源部１６の
出力異常の検出や、表示部２０の表示異常の検出等、映像表示装置２の異常検出を行う。
自己診断部１４は、映像表示装置２の内部の温度値や、表示装置電源部１６の出力電流値
や、表示部２０の消費電流値等を定期的に検出する。使用開始日判別部１５は、映像表示
装置２が工場出荷後、初めて電源を投入された際に、日時情報が重畳された放送波等を受
信し、使用開始日を検出する。異常検出部１３、自己診断部１４、使用開始日判別部１５
は、それぞれ検出した結果を記憶部１２の拡張アドレスに書き込むとともに、表示装置制
御部１１へ通知する。
【００１６】
　記憶部１２は、表示装置電源部１６、及び、映像処理装置１における処理装置電源部６
から電力が供給されるように構成されている。このように構成することにより、表示装置
電源部１６からの電力が供給されなくても、映像処理装置１からＨＤＭＩ規格で定められ
た電力供給線２５を介して電力の供給を受けることで、少なくともデータの読み出しが可
能となるよう構成されている。記憶部１２は、情報を記憶する記憶領域として基本アドレ
スと拡張アドレスとを備えている。本発明の実施例としては、この記憶部１２は、ＨＤＭ
Ｉインターフェイスを用いた機器接続において、機器間の認証を行うのに用いるＥＤＩＤ
（Extended display identification data）を格納するＥＤＩＤメモリに相当するもので
ある。このＥＤＩＤメモリは、映像表示装置２に電源が投入されていなくても、映像処理
装置１からＥＤＩＤメモリに格納された情報を読み出すことが可能なように構成されてい
る。これは、ＨＤＭＩ規格で定められた電力供給線２５を用いて、映像処理装置１から記
憶部１２に電力供給し、その電力を用いて情報を読み出すことで実現できる。ＨＤＭＩ規
格で定められた基本アドレスには、例えば、映像表示装置２が表示可能な解像度やフレー
ムレート等の映像フォーマットに関するデータを記憶する。また、基本アドレスには、サ
ンプリング周波数や圧縮方式等の音声フォーマットに関するデータをも記憶する。一方、
ＨＤＭＩ規格で定められていない、つまり、製造者が自由に所望の情報を書き込むことが
できる拡張アドレスには、異常検出部１３、自己診断部１４、使用開始日判別部１５の検
出結果をこれらの機能部がそれぞれ情報を書き込むことで記憶することができる。
【００１７】
　図２は、第１実施形態における記憶部１２のアドレス構成を示す図である。デバイスア
ドレス０ｘＡ０のメモリアドレス０ｘ０１から０ｘＦＦまでは、基本アドレス領域であり
、対応する映像フォーマット及び対応する音声フォーマットの情報が格納されている。ま
た、デバイスアドレス０ｘＡ１のメモリアドレス０ｘ０１から０ｘＦＦまでは、拡張アド
レス領域であり、使用開始日判別部１５が取得した使用開始日、自己診断部１４による自
己診断結果、異常検出部１３の検出結果である異常発生情報を格納する。
【００１８】
　図１に戻って、表示装置電源部１６は、表示装置制御部１１の制御に応じて、記憶部１
２に電力を供給するとともに、映像処理装置１における処理装置制御部３へ電源検出信号
を出力する。表示装置制御部１１は、以下に示すように各部の動作を制御する。表示装置
制御部１１は、映像処理装置１における処理装置制御部３との制御通信や、異常検出部１
３、自己診断部１４、使用開始日判別部１５の検出結果に応じて、表示装置電源部１６を
制御する。また、表示装置制御部１１は、異常検出部１３、自己診断部１４、使用開始日
判別部１５の検出結果に応じた映像を表示部２０が表示するように、映像処理部１９を制
御する。さらに、表示装置制御部１１は、異常検出部１３や自己診断部１４の検出結果か
ら、表示部２０で正常に表示することができないと判断した場合、映像処理装置１の処理
装置制御部３に対し、状態表示要求の制御通信を送信する。
【００１９】
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　次に、本実施形態における映像処理装置及び映像表示装置の動作について説明する。図
３は、第１実施形態における映像処理装置及び映像表示装置の処理を示すフローチャート
である。なお、図３及び以下の説明では、例えばステップ２０１をＳ２０１として示すも
のとする。映像表示装置２は、電源ケーブルの接続等により処理を開始すると、Ｓ２０１
へ進み、使用開始日判別部１５が過去にデジタル放送に重畳された日付情報等から日付デ
ータを取得したことがあるか否かを判別する（初回日付取得判断）。Ｓ２０１で日付デー
タを取得したことがないと判断した場合、Ｓ２０４へ進み、日付データを取得済みである
と判断した場合、Ｓ２０５へ進む。
【００２０】
　Ｓ２０４では、表示装置制御部１１は日付データを取得するまで日付取得処理を継続す
る。Ｓ２０４で日付を取得したら、Ｓ２０７へ進み、表示装置制御部１１は取得した日付
データを使用開始日データとして記憶部１２の拡張アドレス部分に書き込む（拡張アドレ
ス書き込み処理）。Ｓ２０５では、異常検出部１３が映像表示装置２の内部に異常がない
かを監視する（異常検出処理）。異常が検出された場合、Ｓ２０７へ進み、異常の内容に
応じた異常発生情報を記憶部１２の拡張アドレス部分に書き込む（拡張アドレス書き込み
処理）。また、自己診断部１４は、定期的に自己診断処理（Ｓ２０６）を実行し、内部温
度や消費電流値等のデータを自己診断結果として記憶部１２の拡張アドレス部分に書き込
む（拡張アドレス書き込み処理（Ｓ２０７））。
【００２１】
　表示装置制御部１１には、拡張アドレス書き込み処理（Ｓ２０７）と同時に、使用開始
日データ、異常発生情報、自己診断結果のうちの少なくともひとつが入力される。Ｓ２０
８では、表示装置制御部１１は、使用開始日データ、異常発生情報、自己診断結果をそれ
ぞれ分析し、映像処理部１９及び表示部２０を作動させて表示が可能か否かを判断する（
表示判断）。表示可能な場合は、Ｓ２０９へ進む。一方、映像処理部１９及び表示部２０
を作動させることが不可能であり、表示できない場合は、Ｓ２１０へ進む。Ｓ２０９では
、使用開始日データ、異常発生情報、自己診断結果、の内容に応じた映像を表示するよう
に、映像処理部１９を制御する（第２の内容表示処理）。Ｓ２１０では、表示装置制御部
１１は、表示装置電源部１６を停止させるとともに、制御通信信号線２２により接続され
た処理装置制御部３に対し、状態表示要求の制御通信を送信する（状態表示要求送信処理
）。
【００２２】
　映像処理装置１は、電源ケーブルの接続等により処理を開始すると、Ｓ１０１へ進み、
処理装置制御部３は操作部４により電源オンを指示されたか否かを監視する（電源操作監
視処理）。その結果、電源オンが指示されたと判断した場合は、Ｓ１０２へ進む。Ｓ１０
２では、処理装置電源部６を作動させる（処理装置電源部作動処理）。Ｓ１０２の作動に
連動して、映像表示装置２は、電源供給線２５により接続された処理装置電源部６の出力
により、記憶部１２に電力を供給する（記憶部電源供給処理（Ｓ２０２）。これにより記
憶部１２に対してデータの読み書きが可能になる。
【００２３】
　Ｓ１０３では、処理装置制御部３は、制御通信信号線２２により接続された表示装置制
御部１１に対して、電源作動要求の制御通信を送信する（電源作動要求送信処理）。表示
装置制御部１１は、Ｓ１０３の動作によって、電源作動要求の制御通信を受信すると、表
示装置電源部１６を作動させる（表示装置電源部作動処理（Ｓ２０３））。表示装置電源
部１６は、作動を開始すると、記憶部１２に電力を供給するとともに、電源検出信号線２
３により接続された処理装置制御部３に対し作動状態を示す。Ｓ１０４では、Ｓ２０３の
処理により表示装置電源部１６が作動したか否かを、電源検出信号線２３の状態を監視す
ることにより行う（電源作動検出処理）。表示装置電源部１６が作動したと判断される場
合には、Ｓ１０５へ進み、表示装置電源部１６が作動していないと判断される場合には、
Ｓ１０８へ進む。
【００２４】



(7) JP 5558703 B2 2014.7.23

10

20

30

40

50

　Ｓ１０５では、処理装置制御部３は、記憶部１２の基本アドレス部分のデータを読み出
す（基本アドレス読み出し処理）。Ｓ１０６では、処理装置制御部３は、記憶部１２の基
本アドレス部分のデータを読み出した映像表示装置２が表示可能な対応映像フォーマット
情報、及び再生可能な対応音声フォーマット情報に基づき、映像音声処理部８を設定する
（フォーマット設定処理）。その後、正常な表示動作が行われる。
【００２５】
　Ｓ１０６までの各ステップから遷移するステップではないＳ１０７では、処理装置制御
部３は、操作部４により、映像表示装置２の状態表示が指示されたか否かを監視する（状
態表示監視処理）。Ｓ１０８では、処理装置制御部３は、処理装置電源部６により電力が
供給された記憶部１２の拡張アドレス部分のデータを読み出す（拡張アドレス読み出し処
理）。上述したように、本実施形態では、映像表示装置２の状態表示が指示された場合、
状態表示要求の制御通信を受信した場合、表示装置電源部１６の作動が検出されない場合
のいずれかの場合に、Ｓ１０８を実行する。Ｓ１０９では、処理装置制御部３は、操作表
示部５に、読み出した使用開始日、自己診断結果、異常発生情報に応じた内容を表示する
（第１の内容表示処理）。
【００２６】
　本実施形態によれば、以下に列挙する場合に、映像処理装置１の使用開始日や自己診断
結果や異常発生情報等を映像処理装置１が表示することができる。（１）映像処理装置１
が映像表示装置２に対して電源作動を要求したにも関わらず映像表示装置２における電源
の作動が検出されなかった場合。（２）映像表示装置２が何らかの異常により表示が不可
能となり、表示装置制御部１１より状態表示要求の制御通信を受信した場合。（３）映像
処理装置１が映像表示装置２の状態を表示するよう操作された場合。よって、上述したよ
うな場合であっても、メンテナンスすべき部位や故障した部位が迅速に特定可能となると
ともに、修理が必要な場合には保証期間内であるか否かが使用開始日から容易に判断でき
る。
【００２７】
（第２実施形態）
　図４は、第２実施形態における映像処理装置と映像表示装置のブロック図である。なお
、前述した第１実施形態と同様の機能を果たす部分には、同一の符号を付して、重複する
説明を適宜省略する。映像処理装置１Ｂは、インターフェイスケーブル１０のうち、電源
供給線２５と記憶部信号線２４のみ接続する構成とした点が、第１実施形態における映像
処理装置１と異なっている。また、本実施形態の映像処理装置１Ｂは、映像音声再生部７
，映像音声処理部８，送信部９に相当する部分を備えておらず、映像表示装置２に映像を
表示させる機能を持たない、簡単な構成の装置となっている。よって、第１実施形態にお
ける映像処理装置１と比較して小型軽量な装置とすることができる。
【００２８】
　処理装置制御部３は、操作部４が出力する操作信号により映像表示装置２の状態表示が
指示された場合に、処理装置電源部６を作動させた後、映像表示装置２における記憶部１
２の拡張アドレスを読み出す。そして、処理装置制御部３は、読み出した使用開始日、自
己診断結果、異常発生情報に応じた内容を表示するように操作表示部５を制御する。
【００２９】
　本実施形態によれば、簡単な構成の映像処理装置１Ｂを接続し操作することで、映像処
理装置１の使用開始日や自己診断結果や異常発生情報等を表示することが可能となる。こ
れにより、メンテナンスすべき部位や故障した部位が迅速に特定可能となるとともに、修
理が必要な場合には保証が適用されているか否かが使用開始日から容易に判断可能となる
。本実施形態の映像処理装置１Ｂは、通常は映像表示装置２における記憶部１２の拡張ア
ドレスの読み出しに対応していない、又は、表示を行えない光ディスク再生機器等を映像
処理装置として使用している場合に特に利用価値が高くなる。すなわち、このような場合
に、何らかの異常により映像表示装置２が表示不可能となったときであっても、本実施形
態の映像処理装置１Ｂを用いることにより、簡単に必要な情報を取得できる。
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【００３０】
（第３実施形態）
　図５は、第３実施形態における映像処理装置と映像表示装置のブロック図である。なお
、前述した第１実施形態と同様の機能を果たす部分には、同一の符号を付して、重複する
説明を適宜省略する。本実施形態の映像処理装置１Ｃは、送信部９に加えてさらに第２の
送信部２７を有している点と、操作表示部５に相当する部分を有していない点が、第１実
施形態における映像処理装置１と異なっている。映像処理装置１Ｃは、インターフェイス
ケーブル１０を介して映像表示装置２と接続されているとともに、第２の送信部２７を有
し、第２の映像音声信号線２８を介して第２の映像表示装置２６と接続されている。
【００３１】
　処理装置制御部３は、以下に列挙する場合に、記憶部１２における拡張アドレスのデー
タを読み出すとともに、データの内容に応じた映像信号を出力するよう映像音声処理部８
を制御する。（１）映像処理装置１が映像表示装置２に対して電源作動を要求したにも関
わらず映像表示装置２における電源の作動が検出されなかった場合。（２）映像表示装置
２が何らかの異常により表示が不可能となり、表示装置制御部１１より状態表示要求の制
御通信を受信した場合。（３）映像処理装置１が映像表示装置２の状態を表示するよう操
作された場合。第２の映像表示装置２６は、映像処理装置１Ｃが送信する映像音声信号を
、第２の受信部２９が受信し、第２の映像処理部３０が表示可能に変換して出力し、第２
の表示部３１が表示する。
【００３２】
　本実施形態によれば、上記（１）から（３）に列挙した場合であっても、映像処理装置
１Ｃは、映像処理装置１の使用開始日や自己診断結果や異常発生情報等を、第２の映像表
示装置２６の表示部３１に詳細に表示することができる。よって、上述したような場合で
あっても、メンテナンスすべき部位や故障した部位が迅速に特定可能となるとともに、修
理が必要な場合には保証期間内であるか否かが使用開始日から容易に判断できる。
【００３３】
（変形形態）
　以上説明した実施形態に限定されていることなく、種々の変形や変更が可能であって、
それらも本発明の範囲内である。
【００３４】
（１）各実施形態において、映像処理装置１と映像表示装置２との接続をケーブルにより
行う例を示したが、これに限らず、例えば、無線接続であってもよい。この場合、記憶部
への電力供給は、電磁誘導方式やマイクロ波方式により行うことができる。
【００３５】
（２）各実施形態において、使用開始日、自己診断結果、異常発生情報を取得して表示す
る例を示したが、これに限らず、例えば、音声により通知を行ってもよい。
【００３６】
（３）第３実施形態において、映像処理装置１Ｃは、第２の映像音声信号線２８を介して
接続されている第２の映像表示装置２６に取得した情報の表示を行う例を示した。これに
限らず、例えば、ネットワークを介して接続された他の表示装置やコンピュータ等に取得
した情報を伝達して表示等を行うようにしてもよい。
【００３７】
　なお、第１実施形態～第３実施形態及び変形形態は、適宜組み合わせて用いることもで
きるが、詳細な説明は省略する。また、本発明は以上説明した各実施形態によって限定さ
れていることはない。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】第１実施形態における映像表示装置と映像処理装置のブロック図である。
【図２】第１実施形態における記憶部１２のアドレス構成を示す図である。
【図３】第１実施形態における映像処理装置及び映像表示装置の処理を示すフローチャー
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【図４】第２実施形態における映像処理装置と映像表示装置のブロック図である。
【図５】第３実施形態における映像処理装置と映像表示装置のブロック図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１，１Ｂ，１Ｃ　　映像処理装置
　２　　映像表示装置
　３　　処理装置制御部
　４　　操作部
　５　　操作表示部
　６　　処理装置電源部
　７　　映像音声再生部
　８　　映像音声処理部
　９　　送信部
　１０　　インターフェイスケーブル
　１１　　表示装置制御部
　１２　　記憶部
　１３　　異常検出部
　１４　　自己診断部
　１５　　使用開始日判別部
　１６　　表示装置電源部
　１７　　受信部
　１８　　音声処理部
　１９　　映像処理部
　２０　　表示部
　２１　　映像音声信号線
　２２　　制御通信信号線
　２３　　電源検出信号線
　２４　　記憶部信号線
　２５　　電源供給線
　２６　　第２の映像表示装置
　２７　　第２の送信部
　２８　　第２の映像音声信号線
　２９　　第２の受信部
　３０　　第２の映像処理部
　３１　　第２の表示部
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